
 

 

 

 

 

 

北海道看護協会釧路支部 

支部長  釧路労災病院  杉山 好美   

    

会員の皆さまにはますますご活躍のこととおよろこび申し上げます。 

日頃より、釧路支部の事業にご支援ご協力を頂き感謝いたします。 

お蔭さまで 28年度の事業は滞りなく終えることが出来ました。 

  私たちの周りでは 2025年を見据えた社会保障制度改革の動きの中で、

医療供給体制の改革が急激に進んでいます。2018年 4月の診療・介護

報酬の同時改定を控え療養病床、施設系サービスの在り方も変化します。

さらに医療の機能分化が進み、医療依存度の高い方々の療養の場は地

域・在宅へとシフトし、今後ますます患者家族の意向を尊重した意思決定

の支援や切れ目のないケアの連携が極めて重要になっていきます。釧路

支部も会員施設、非会員施設を問わず、顔の見える連携を目指していき

たいと思います。 

 本会では事業を「看護の質向上」「看護職確保」「地域住民の健康増進」

「組織運営に関わること」と大きく 4つの分野に分けて実施しています。そ

の主なものを紹介します。看護の質向上の分野では、9月 2日に医療安

全ネットワーク研修、9月 16日には「地域包括ケアシステムにおける看護

師の役割を考える」と題した研修会、11月 25日には看護研究合同発表

会を予定しています。研究発表会は日頃の看護活動の成果を発表し、地

域で共有できる場として毎年開催しています。是非多くの皆様にお越しい

ただきたいと思っております。地域住民の健康保持増進としては、釧路町

健康フェスティバル、釧路健康まつりで支部としてブースを持ち健康相談

を行います。 

私達、釧路支部役員・委員は看護職能団体として協会組織内外の活動を

行っておりますが、看護協会事業と看護の現場との絆が実感できる運営を

目指しています。そのためには、皆様の声を聞かせていただくことが必要

です。引き続きのご協力、ご支援をよろしくお願い致します。 
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第 46 号 

発行日/平成 29 年 8 月 

釧路支部会員数 

（平成 29 年 8 月現在） 

保健師      ７３名 

助産師    ４８名 

看護師 １５８９名 

准看護師  ７１名 

総 数  １７８１名 

 

 



      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「日本看護協会通常総会に参加して」 

標茶町役場保健福祉課健康推進係 牛崎 千史 

 6月 7・8日に千葉県で開催された H29年度通常総会に代議員として参加してきま

した。745名の代議員と全国から 2,645名の正会員が集まり、幕張メッセのイベントホ

ールはアリーナだけでなく２階席も埋まっていました。 

坂本すが会長が壇上に立った際には、会場から「会長！！」との声援がいくつも飛

んでいたことに驚きました。そのような中、私は今期で任期満了する会長の「自分の看

護に自信を持って外に出て、地域づくりに参画してもらいたい、変革を起こしてほしい」

という熱いメッセージが印象に残っています。 

 役員改選では代議員の一人として投票してきました。私の 1票が 950人分と思うと妙

に緊張しましたが、貴重な経験ができたと思います。その後、報告事項の質疑では看

護教育のあり方や包括ケアシステムの構築についてなど多くの質問や要望が出されて

いました。その様子を直に見ることで、私たちの働く環境や活動が看護協会に支えられ

ていると実感することができました。総会に参加させていただき、ありがとうございまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道看護協会 通常総会に参加して 

                        釧路赤十字病院  大柴 佳子   

私は、平成 29年 6月 17日さっぽろ芸術文化の館ニトリ文化ホールにて開催された

北海道看護協会通常総会に代議員の一人として参加してきました。代議員 197名、

役員 25名、一般参加者合わせ総勢 800名以上の参加がありました。  

  総会では議決事項の４議案がいずれも承認され、報告事項の６事項が協議報告さ

れました。今年度の重点事業の方針の３点が掲げられました。  

1.  全世代型の地域包括ケアシステムの構築の推進  

2.  看護職が働き続けられる環境作りの推進  

3.  看護職の役割拡大の推進と将来を担う人材育成  

これまでの取り組みを更に一歩進めていこうと掲げられたものでした。  

  今回の総会に参加して、看護協会会員としてまだまだ知らないことが多くありました。

このような貴重な体験をさせていただき、ありがとうございました。  

 

 

平成２９年度 総会報告 

 



      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支部役職名 氏名 所属施設 部署又は役職名 

支部長 杉山 好美 釧路労災病院 看護部長 

第１副支部長 渡部 明代 市立釧路総合病院 看護課長 

 

第２副支部長 

 

松木 美穂 

北海道釧路振興局保

健環境部保健行政室

健康推進課 

 

課長 

第１書記 大野 澄江 釧路労災病院 師長補佐 

第２書記 井上 操 釧路赤十字病院 看護副部長 

第１会計 井上 由季子 市立釧路総合病院 看護課長 

第２会計 石本 純子 東北海道病院 病棟主任 
 

推薦委員長 

 

越田 絵里子 
釧路市こども保健部

健康推進課 

 

課長補佐 

保健師職能委員長 三宮 直子 白糠町役場 健康相談係長 

助産師職能委員長 杉渕 志帆 市立釧路総合病院 助産師 

看護師職能委員長 立花 みどり 市立釧路総合病院 看護課長 

働き続けられる職場づくり 

推進委員会委員長 

 

齋藤 希久代 

 

釧路労災病院 

 

師長補佐 

教育委員長 大庭 静香 市立釧路総合病院 専門員 

北海道看護協会釧路支部大会に参加して 

                             釧路労災病院  小川 光江  

 初めて支部大会に参加しました。私達が働きやすい環境づくりをするために、支部がど

のような取り組みや働きかけをしているのかがよくわかりました。 

  基調講演は札幌市立病院鹿亘先生による臓器提供のインフォームドコンセントについ

てでした。「救命救急の場で考える臓器移植」という今まで自分が考えたことがなかったテ

ーマでした。救急救命と脳死判定後の臓器提供が同じライン上で考えられるようになった

背景について学んだことがありました。それは、脳死判定を受けた患者さんが自分で示し

た意思を叶えるために出来る最後の医療であり、家族の葛藤や受容段階を支え、命のつ

ながりを手助けすることであると自分自身は理解しました。 

このような講演会に参加し学ぶことで自分自身を向上させる機会となりました。 

会員の皆様にも是非支部大会に参加することをお勧めしたいと感じました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度 北海道看護協会 釧路支部委員 

 

 



      

 

 

 

 

 

保健師職能委員会 

          白糠町役場  三宮 直子 

 保健師職能委員会は、５名（委員長、書記２

名、会計２名）で構成され、２年任期で活動し

ています。 

保健師職能集会を２回、助産師職能委員会と

の合同集会を１回開催し、保健師職能だより

の発行等を行っています。 

 保健師が関わる健康課題は母子保健、生活習慣病予防、介護予防、精神保健、健康危機管

理等多岐にわたり、すべての年代が対象となります。また、分散配置等で保健師が一同に集ま

る機会も少なくなっています。 

 そのような中、交流や研修の機会を通して、少しでも仕事に役立ち、参加してよかったと思って

いただけるよう、活動していきたいと思っています。 

 引き続き、会員皆様のご協力をお願いいたします。 

 

                                                 

助産師職能委員会 

       市立釧路総合病院  杉渕 志帆 

平成 29 年度は、委員長・市立釧路総合病院 杉

渕志帆、書記・マタニティアイ 成瀬 恵、会計・釧

路赤十字病院 只野 恵の 3 名で活動しています。 

 今年度の活動目標は、「①職能集会や会員間

の交流を通し、助産師としての専門性の向上を図

ることができる ②施設間の情報共有や意見交換をし、母子保健の向上、女性のライフサイクル

全般にかかわる健康の推進を図ることができる 」この 2 点を掲げております。 

 主な活動は、助産師たより年 2回の発行を通し、各施設の会員の皆様へ委員の活動の様子

や最新の情報の発信などを行っております。また、今年は神奈川県より、徳元整体 徳元修一

先生を講師として助産師職能集会へお招きし、「妊産褥期に活かせる整体」をテーマに講演をし

て頂く予定です。妊産婦がより安楽に過ごせるよう、整体を通してケアの方法を学び、日々の看

護に活かせたらと考えております。 

以上、委員 3名という小規模な委員会ですが、今年度も会員の皆様と共に活動をしていきた

いと考えております。宜しくお願い致します。 

 

北海道看護協会 釧路支部 委員紹介 

 

 



      

 

 

 

看護師職能委員会 

     市立釧路総合病院  立花 みどり 

看護師職能委員会は「看護師職能Ⅰ領域」4

名「看護師職能Ⅱ領域」2名の 6名の委員で

活動しています。 

地域住民の健康ニーズに応えるために病院

領域の看護師職能Ⅰと介護・福祉・在宅領域

の看護師職能Ⅱが専門性を発揮し活動できる

ために協力し合いネットワーク作りを強化していきたいと考えております。 

また、今年度も 10月に看護師職能集会、2月には支部大会開催時に 3職能合同集会を企

画しています。会員間の交流と連携を図る場としてきたいと考えていますので、ぜひ多くの方の

参加をお待ちしております。 

 

 

 

教育委員会 

    市立釧路総合病院  大庭 静香 

教育委員会の主な活動内容は、研修会の

企画と運営です。 

今年度の支部担当研修は、H29 年 9 月

16 日（土）に訪問看護ステーションすこ

やかの黒川 薫所長を講師として「地域包

括ケアシステムにおける看護職の役割を考

える」を予定しております。また、H29年 11月 25日（土）には「北海道看護協会釧路

支部看護研究合同発表会」を予定しており、昨年度と同様ポスターセッションも募集い

たします。 

教育委員会では、研修会毎に皆様からご協力いただいたアンケートを参考に、研修テ

ーマを検討しています。テーマ決定後は、講師の選定・ご案内の発送・講師との調整や

資料の準備・当日の研修・評価という流れで研修を運営しています。 

私達は会員皆様の学習ニードに沿い「参加したい」と思えるような研修となるよう活

動していますので、一人でも多くの方の参加をお待ちしています。 

 

 

 

 



      

 

 

 

働き続けられる職場づくり推進委員会 

       釧路労災病院   齋藤 希久代 

 「働き続けられる職場づくり推進委員会」に改名し

て３年目になりました。 

 委員会の主な活動は委員および地域への広報活

動を行っています。 

広報活動として、各施設の協力を得て、釧路管内の

高校生を対象に「一日看護師体験」を実施していま

す。今年度は 9月 26日に予定しています。体験場

面や感想は支部広報誌「きんれんか」で紹介し、北海道看護協会の支部ホームページに掲載してい

ます。 

広報誌「きんれんか」は年 2回(9月、3月)ホームページへ掲載し、総会・研修報告、働き続けるため

のワークライフバランス、頑張るナースの紹介などを取り入れた内容としています。 

 会員の皆様に興味を持っていただける様な情報を発信していきたいと考えています。 

 

 

推薦委員会 

釧路市健康推進課 越田 絵里子 

 推薦委員会では、看護協会の円滑な活動の

中心となる役員に関し、会員の皆様から公平

な視点で選出し、支部長に報告するという業務

を行わせて頂いております。 

今年度は、平成３０年度支部改選役員候補

者及び平成３０年度北海道看護協会代議員候

補者、そして平成３１年日本看護協会代議員候補者の推薦を行う予定です。 

各候補者の選出につきましては、一施設に偏らないよう配慮し、また施設会員数や役員会出

席が交通上負担にならないかなどを考慮しながら行っております。 

 会員の皆様に、快く役員をお引き受けいただけるように調整の努力をしていきたいと思います。

ご協力をよろしくお願いいたします 

。 

 

 

 

 

 



      

 

 

 

 

 

働き続けるために ワークライフバランス 

 



      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 編集後記 

ようやく春の訪れを感じたと思ったら、たんぽぽの綿毛があっという間に飛

んでしまい、また、北海道の短い夏も過ぎていきますね。気温の変化に体

調を崩さぬようご自愛ください。 

働き続けられる職場づくり推進委員会では、今後も皆さまのご活躍を報告

して参ります。 

編集委員／ 齋藤希久代  長沼ひとみ 影山麻衣 鎌田さよ 斉藤由美  

 

発行所 

北海道看護協会釧路支部 

編集責任者／杉山 好美 

担当／働き続けられる 

職場づくり推進委員会 

 

 

 

働き続けるために ワークライフバランス 

 

 


